
別紙１

実施メンバー
情報解析企画課

*1：山形県提供データ（令和元年度～4年度）
ｃ）類似状況

ヒヤリハットなど様々な使用形態

No. 危害シナリオ 大分類 中分類 大分類 中分類 ヒヤリハット内容*1 大分類 中分類 部位 頻度 規模 大きさ 内容

1 除雪作業中、使用者が排雪口に詰まった雪を取り除こうと手
を入れたところ、ローターに巻き込まれ指を切断する重傷を
負った。

不明 ブロア ①回転部品
②鋭い刃

①②ブロア 7時から自宅敷地内を家庭用除雪機で除雪。エンジンが
かかった状態で除雪機刃部分の雪を除去しようとし
て、右手が巻きこまれた。右手中指・薬指の切断、人
差指と小指が第１関節付近から挫滅。

重傷 突っ込み 手指 - レベルⅢ
重大
重傷

- 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

2 除雪作業中、使用者が後方をよく確認せず除雪機を後退させ
たため、灯油タンクと除雪機の間にはさまれて死亡した。

歩行型 本体 ①動いている製品 ①本体 除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

死亡 挟まれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
5.37E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

3 子どもが近くでそり遊びをしている近くで除雪作業をしてい
たところ、当該製品前方に向かって滑り降りてきたことに気
付かず刃に上半身が巻き込まれ死亡した。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃

①②オーガ 自宅敷地内屋外でソリ滑りをしていた際、父親が操作
する除雪機回転部に突っ込んでしまったもの。（右下
腿開放骨折、右大腿骨骨折、左上腕骨骨折）

死亡 巻き込まれ 上半身 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.15E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

4 除雪機の点検後、使用者が後退させる際に操作を誤ったた
め、除雪機と壁の間にはさまり、ハンドルパイプに胸部を圧
迫され死亡した。除雪機には緊急停止装置、引抜式セーフ
ティースイッチ、セーフティークラッチが付いていたが、作
動させることが出来なかった。

歩行型 ハンドル ①動いている製品
②防護機構の不備

①ハンドル
②安全装置

除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

死亡 挟まれ 胸部 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
1.56E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

5 除雪作業中に、非常停止スイッチを使用していなかったた
め、当該製品の前方で雪をスコップで投げ入れていたところ
崩れた雪に足を取られ転倒、回転部分に腕を巻き込まれる重
傷を負った。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②オーガ
③違反行為

家庭用除雪機を使用中に転倒し回転部に腹部を巻き込
まれた状態。救急隊到着時点で心肺停止。外傷性多発
骨折に伴う出血性ショック。死亡13。164

重傷 巻き込まれ 腕 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
4.27E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

6 除雪機使用中に非常停止スイッチを装着していなかったた
め、操作中に何らかの理由で製品の下敷きとなり死亡した。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ 除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 上半身 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.48E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

7 除雪作業中、非常停止スイッチを使用せずに、使用者が除雪
機のエンジンをかけたまま、除雪機の前の雪の塊を片付けて
いたため、オーガ部分に足が巻き込まれて軽傷を負った。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②オーガ
③違反行為

エンジン稼働中の除雪機ロータリー部分に長靴が巻き
込まれ左大腿部外傷（左太もも約3㎝裂傷）

軽傷 巻き込まれ 足 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
5.55E-05

レベルⅠ
軽微
軽傷

Ｂ２ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

8 使用者が除雪機を倉庫から搬出する際、何らかの原因で倉庫
の壁に挟まれ死亡した。

不明 本体 ①動いている製品 ①本体 除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

死亡 挟まれ 腹部 - レベルⅣ
致命的
死亡

- 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

9 使用者が除雪機を後退させる際、操作を誤り、除雪機と壁の
間に挟まり、死亡した。

歩行型 本体 ①動いている製品 ①本体 除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

死亡 挟まれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
5.78E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

10 除雪作業中、使用者が排雪口に詰まった雪を取り除こうと手
を差し込んだところ、止まり切っていなかったローターに指
を巻き込まれて切断する重傷を負った。

不明 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③停止不良

①②ブロア
③惰性回転

自宅庭の除雪作業中、除雪機が詰まり手を入れて雪を
取り除こうとした際に回転が止まっておらず右中指、
環指を受傷（2/25警察情報 右手薬指第一関節部先の
粉砕骨折）

重傷 突っ込み 手指 - レベルⅢ
重大
重傷

- 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

11 除雪作業後に使用者が当該製品を倉庫に搬入した際に転倒、
製品の下敷きになって死亡した。なお、死亡した男性は足が
不自由であった。

歩行型 クローラ ①回転部品
②動いている製品

①②クローラ 除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 頭部 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
9.56E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

12 斜面で除雪作業中、後退をする際に転倒し、除雪機の下敷き
になり、足を骨折した。

歩行型 クローラ ①回転部品
②動いている製品

①②クローラ 除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

重傷 ひかれ 足 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.15E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

ｆ）追加対策の検討事故発生個所 危害を引き起こす潜在的危険源 人的被害・物的被害などの拡大被害 頻度×規模＝大きさNITE情報
ａ）製品部位 ｂ）ハザード ｄ）危害 ｅ）リスク見積と評価

ステータス 実施期間 実施責任者 主な実施事項 備考
①危害シナリオ作成
②リスク評価
③リスク低減策（案）提案

2023年8月10日-2024年3月XX日 NITE製品安全センター
情報解析企画課 課長

①NITE事故情報の内容を精査し危害発生のシナリオを作成
②FT図，FTAを作成し危害シナリオの漏れがないことを確認しリスクの洗
い出しを実施
③リスク低減策（案）の提案

・火災事故、CO中毒事故のリスクアセスメントは未実施
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別紙１

実施メンバー
情報解析企画課

*1：山形県提供データ（令和元年度～4年度）
ｃ）類似状況

ヒヤリハットなど様々な使用形態

No. 危害シナリオ 大分類 中分類 大分類 中分類 ヒヤリハット内容*1 大分類 中分類 部位 頻度 規模 大きさ 内容

ｆ）追加対策の検討事故発生個所 危害を引き起こす潜在的危険源 人的被害・物的被害などの拡大被害 頻度×規模＝大きさNITE情報
ａ）製品部位 ｂ）ハザード ｄ）危害 ｅ）リスク見積と評価

ステータス 実施期間 実施責任者 主な実施事項 備考
①危害シナリオ作成
②リスク評価
③リスク低減策（案）提案

2023年8月10日-2024年3月XX日 NITE製品安全センター
情報解析企画課 課長

①NITE事故情報の内容を精査し危害発生のシナリオを作成
②FT図，FTAを作成し危害シナリオの漏れがないことを確認しリスクの洗
い出しを実施
③リスク低減策（案）の提案

・火災事故、CO中毒事故のリスクアセスメントは未実施

13 除雪作業中、使用者が投雪シュータ部に詰まった雪を取り除
こうと手を差し込んだところ、止まり切っていなかったロー
ターに指を巻き込まれて切断する重傷を負った。本製品には
雪を取り除く際はエンジンを停止してから雪かき棒を使う旨
の注意書きが記載されていた。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③停止不良

①②ブロア
③惰性回転

自宅庭の除雪作業中、除雪機が詰まり手を入れて雪を
取り除こうとした際に回転が止まっておらず右中指、
環指を受傷（2/25警察情報 右手薬指第一関節部先の
粉砕骨折）

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
9.61E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

14 除雪作業中、オーガクラッチレバーをゴムバンドで固定し、
デッドマンクラッチを無効化して使用していたため、転倒し
た際に除雪機が停止せず、オーガに巻き込まれ死亡した。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②オーガ
③違反行為

家庭用除雪機を使用中に転倒し回転部に腹部を巻き込
まれた状態。救急隊到着時点で心肺停止。外傷性多発
骨折に伴う出血性ショック。死亡13。164

死亡 巻き込まれ 腕 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
3.73E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

15 除雪作業中に非常停止スイッチが正常に作動しない状態で使
用していたため、当該製品を後進させた際に足を滑らせて転
倒し製品にひかれて死亡した。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 胸部 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
3.85E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

16 除雪作業中に非常停止スイッチが故障したまま使用していた
ため、当該製品から離れた際に足を滑らせるなどした拍子に
オーガに上半身を巻き込まれて死亡した。なお、使用者はス
イッチの動作不良を認識していた。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②オーガ
③違反行為

家庭用除雪機を使用中に転倒し回転部に腹部を巻き込
まれた状態。救急隊到着時点で心肺停止。外傷性多発
骨折に伴う出血性ショック。死亡13。164

死亡 巻き込まれ 上半身 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.21E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

17 除雪作業中、近くで遊んでいた子どもが足を滑らせ、オーガ
に巻き込まれて死亡した。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃

①②オーガ 自宅敷地内屋外でソリ滑りをしていた際、父親が操作
する除雪機回転部に突っ込んでしまったもの。（右下
腿開放骨折、右大腿骨骨折、左上腕骨骨折）

死亡 巻き込まれ 首
腕

ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.15E-03

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

18 除雪作業中、オーガに雪が詰まり回転が停止したため、オー
ガクラッチレバーを切らずに雪を取り除いたところ、雪が取
り除かれると同時に動き出したオーガに両腕が巻き込まれ、
左手を切断する重傷を負った。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②オーガ
③違反行為

小型除雪機のシュート部分に雪が詰まったので、手を
シュート部分に差し入れて排除したところ、止まって
いたオーガが動き出して巻き込まれたもの。右手薬指
骨折・中指裂傷。

後遺障害 突っ込み 腕 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.43E-04

レベルⅣ
致命的
後遺障害

Ａ３ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

19 点検時に非常停止スイッチを装着せず、エンジンを停止して
いなかったため、足を滑らせた際に回転しているローターに
足を巻き込まれ死亡した。発見時はローター側に倒れてお
り、現場はローター側に傾斜の付いたゴムマットが敷かれて
いた。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②オーガ
③違反行為

家庭用除雪機を使用中に転倒し回転部に腹部を巻き込
まれた状態。救急隊到着時点で心肺停止。外傷性多発
骨折に伴う出血性ショック。死亡13。164

死亡 巻き込まれ 足 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
3.85E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

20 本製品は手がクラッチから離れると動きが停止する機構を備
えていたが、使用者はクラッチを固定して使用していたた
め、除雪作業中、後進時に足を滑らせて転倒した際にオーガ
に体を巻き込まれて足を切断した。後進時非常停止装置もつ
いていたが、この装置の下側を通って触らなかったため走行
が止まらなかった。

歩行型 オーガ 回転部品
鋭い刃
防護機構の不備

家庭用除雪機を使用中に転倒し回転部に腹部を巻き込
まれた状態。救急隊到着時点で心肺停止。外傷性多発
骨折に伴う出血性ショック。死亡13。164

後遺障害 巻き込まれ 足 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
6.89E-04

レベルⅣ
致命的
後遺障害

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

21 除雪作業中、デッドマンクラッチレバーを固定してオーガ部
分を動かしたままにしていたため、前面で作業中に崩れた雪
に身体が押された際に腕がオーガに巻き込まれ、腕を切断す
る重傷を負った。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②オーガ
③違反行為

自宅敷地内の除雪作業中、除雪機のオーガ部分に足を
挟まれ切断。(左足首切断)

後遺障害 巻き込まれ 腕 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
3.97E-04

レベルⅣ
致命的
後遺障害

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

22 シフトレバーと変速装置を連結する部品が外れてギアチェン
ジができない状態になっていたため、使用者がギアを前進に
入れた際に当該製品と垣根の間に挟まれた。

歩行型 本体 ①動いている製品
②予期せぬ始動

①本体
②故障

除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

無傷 挟まれ - ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.26E-02

レベル０
無傷
なし

Ｃ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

23 除雪機を車庫から出す際に誤ってギアをバックに入れるなど
の理由で、身体を当該製品と車庫の間に挟まれる軽傷を負っ
た。

不明 本体 ①動いている製品 ①本体 除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

軽傷 挟まれ 不明 - レベルⅠ
軽微
軽傷

- 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

24 除雪作業中、近くにいた妻の足が衣服とともにオーガに巻き
込まれて、重傷を負った。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃

①②オーガ 自宅車庫内で夫が運転する除雪機に左下腿部が巻き込
まれたもの。

重傷 巻き込まれ 足 ﾚﾍﾞﾙ3
時々発生する
5.18E-06

レベルⅢ
重大
重傷

Ｂ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照
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別紙１

実施メンバー
情報解析企画課

*1：山形県提供データ（令和元年度～4年度）
ｃ）類似状況

ヒヤリハットなど様々な使用形態

No. 危害シナリオ 大分類 中分類 大分類 中分類 ヒヤリハット内容*1 大分類 中分類 部位 頻度 規模 大きさ 内容

ｆ）追加対策の検討事故発生個所 危害を引き起こす潜在的危険源 人的被害・物的被害などの拡大被害 頻度×規模＝大きさNITE情報
ａ）製品部位 ｂ）ハザード ｄ）危害 ｅ）リスク見積と評価

ステータス 実施期間 実施責任者 主な実施事項 備考
①危害シナリオ作成
②リスク評価
③リスク低減策（案）提案

2023年8月10日-2024年3月XX日 NITE製品安全センター
情報解析企画課 課長

①NITE事故情報の内容を精査し危害発生のシナリオを作成
②FT図，FTAを作成し危害シナリオの漏れがないことを確認しリスクの洗
い出しを実施
③リスク低減策（案）の提案

・火災事故、CO中毒事故のリスクアセスメントは未実施

25 非常停止スイッチや後進時非常停止レバーが故障したのを認
識しながら使用を続けていたため、除雪作業後に当該製品を
バックさせた際に溝に躓いて転倒し、クローラ部の下敷きに
なり軽傷を負った。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

病院搬送 ひかれ 腹部 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.41E-04

レベルⅡ
中程度
病院搬送

Ａ１ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

26 使用者が除雪機を後退させる際、操作を誤り、除雪機と壁の
間に挟まり、死亡した。なお、本製品にデッドマンクラッチ
機構は装備されていなかった。

歩行型 本体 ①動いている製品 ①本体 除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

死亡 挟まれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
7.4E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

27 ブロアが完全に停止していない状態で、排雪口に詰まった雪
を取り除こうとしたところ、指を4本切断する重傷を負った。
なお、事故当時エンジンはかかったままで非常停止スイッチ
は故障していた。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②ブロア
③違反行為

自宅庭の除雪作業中、除雪機が詰まり手を入れて雪を
取り除こうとした際に回転が止まっておらず右中指、
環指を受傷（2/25警察情報 右手薬指第一関節部先の
粉砕骨折）

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.21E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

28 除雪作業中、操作を誤るなどの理由で当該製品を後進させた
際、雪の壁との間に挟まり腹部を強く打って死亡した。な
お、本製品にデッドマンクラッチ機構は装備されていなかっ
た。

歩行型 ハンドル ①動いている製品 ①ハンドル 除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

死亡 挟まれ 腹部 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
7.01E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

29 除雪作業中、何らかの原因で衣服がローターに引っ掛かり、
腕や胸が巻き込まれて死亡した。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃

①②オーガ エンジン稼働中の除雪機ロータリー部分に長靴が巻き
込まれ左大腿部外傷（左太もも約3㎝裂傷）

死亡 巻き込まれ 胸部
腕

ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.43E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

30 除雪作業中、排雪口に詰まった雪を取り除くため手を差し込
んだ際、手袋がブロアに引っかかり、手を引き抜いた際に回
転力が加わって手指を切断する重傷を負った。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃

①②ブロア 自宅前の除雪作業中、除雪機の排雪口に雪が詰まり、
取り除こうと手を入れたところ、巻き込まれ、右手中
指を受傷したもの。（右手中指第一関節部切断）

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.34E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

31 除雪機で後退する際、操作を誤り、除雪機と壁の間に挟まれ
て死亡した。なお、本製品はデッドマンクラッチが付いてい
なかった。

歩行型 本体 ①動いている製品 ①本体 除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

死亡 挟まれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
3.31E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

32 除雪作業中、当該製品を後進させた際に、使用者が転倒する
などして当該製品の下敷きになって死亡した。当該製品の安
全装置に異常は認められなかった。

歩行型 クローラ ①回転部品
②動いている製品

➀②クローラ 除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.12E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

33 除雪作業中、巻き込み防止用のセーフティクラッチなどを
使っていなかったため、当該製品を後進させた際に使用者が
転倒するなどして当該製品の下敷きになって死亡した。な
お、本製品にデッドマンクラッチ機構は装備されていなかっ
た。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 胸部 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
9.45E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

34 除雪作業中、非常停止スイッチを使わずにいたため、融雪池
に落ちた際にそのまま除雪機も落ちて、除雪機の下敷きにな
り死亡した。

歩行型 本体 ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.27E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

35 除雪作業中、方向転換をさせている際に足を滑らせ、クロー
ラに巻き込まれて除雪機の下敷きになり、死亡した。なお、
引抜き式セーフティスイッチは備わっていたが、装着につい
ては不明である。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
1.56E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

36 非常停止装置を装着していなかったため、除雪作業中、後進
時に、転倒した際などに刃に足が巻き込まれ死亡した。後進
時非常停止装置搭載製品だが、装置を取り外していたか、下
側を通って触らなかったため走行が止まらなかった。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②オーガ
③違反行為

家庭用除雪機を使用中に転倒し回転部に腹部を巻き込
まれた状態。救急隊到着時点で心肺停止。外傷性多発
骨折に伴う出血性ショック。死亡13。164

死亡 巻き込まれ 足 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.78E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照
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別紙１

実施メンバー
情報解析企画課

*1：山形県提供データ（令和元年度～4年度）
ｃ）類似状況

ヒヤリハットなど様々な使用形態

No. 危害シナリオ 大分類 中分類 大分類 中分類 ヒヤリハット内容*1 大分類 中分類 部位 頻度 規模 大きさ 内容

ｆ）追加対策の検討事故発生個所 危害を引き起こす潜在的危険源 人的被害・物的被害などの拡大被害 頻度×規模＝大きさNITE情報
ａ）製品部位 ｂ）ハザード ｄ）危害 ｅ）リスク見積と評価

ステータス 実施期間 実施責任者 主な実施事項 備考
①危害シナリオ作成
②リスク評価
③リスク低減策（案）提案

2023年8月10日-2024年3月XX日 NITE製品安全センター
情報解析企画課 課長

①NITE事故情報の内容を精査し危害発生のシナリオを作成
②FT図，FTAを作成し危害シナリオの漏れがないことを確認しリスクの洗
い出しを実施
③リスク低減策（案）の提案

・火災事故、CO中毒事故のリスクアセスメントは未実施

37 非常停止装置を装着していなかったため、除雪作業中、当該
製品を後進させた際に使用者が転倒しうつ伏せになるなどし
て当該製品の下敷きとなり死亡した。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.39E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

38 除雪作業中、排雪口に雪が詰まり、雪を除去するためにオー
ガクラッチと走行クラッチを切って排雪口に手を入れたとこ
ろ、惰性で回転していたブロアに指が当たり、骨折する重傷
を負った。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③停止不良

①②ブロア
③惰性回転

自宅庭の除雪作業中、除雪機が詰まり手を入れて雪を
取り除こうとした際に回転が止まっておらず右中指、
環指を受傷（2/25警察情報 右手薬指第一関節部先の
粉砕骨折）

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
9.8E-05

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ１ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

39 デッドマンクラッチを固定し安全装置が作動しない状態にし
ていたため、除雪作業中に坂道で当該製品を後進させた際、
使用者が転倒するなどして当該製品の下敷きになった後、
オーガに巻き込まれ死亡した。事故当日、現場の路面は凍結
しており、非常に滑りやすい状況であった。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②オーガ
③違反行為

家庭用除雪機を使用中に転倒し回転部に腹部を巻き込
まれた状態。救急隊到着時点で心肺停止。外傷性多発
骨折に伴う出血性ショック。死亡13。164

死亡 巻き込まれ 足
手指

ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
3.9E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

40 除雪作業中、排雪口に雪が詰まり、雪を除去するために排雪
口に手を入れたところ、エンジンを切っていなかったため、
回転していたブロアに手が当たり、重傷を負った。なお、引
抜式セーフティスイッチの紐を装着せずに作業していた。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②ブロア
③違反行為

7時から自宅敷地内を家庭用除雪機で除雪。エンジンが
かかった状態で除雪機刃部分の雪を除去しようとし
て、右手が巻きこまれた。右手中指・薬指の切断、人
差指と小指が第１関節付近から挫滅。

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
9.45E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

41 安全装置が整備不良であることを認識しながら使用を続けた
ため、除雪作業中に坂道で当該製品を後進させた際に使用者
が転倒しても安全装置が作動せず後退し続け、当該製品の下
敷きになり死亡した。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 不明 - レベルⅣ
致命的
死亡

- 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

42 除雪作業後、除雪機を保管場所に収納するために前後進を繰
り返しながら方向転換していたところ、除雪機と小屋の柵の
間に挟まれ、死亡した。なお、安全装置は働いていたが、使
用者の体が走行クラッチレバーに覆いかぶさる形で挟まれて
いたため、走行クラッチレバーが「切」の状態に移動できな
かった。

歩行型 本体 ①動いている製品
②防護機構の不備

①本体
②安全装置

除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

死亡 挟まれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
5.05E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

43 除雪作業で当該製品を後退させた際、何らかの原因で転倒し
て当該製品の下敷きとなり死亡した。なお、安全装置が搭載
される前の機種だった。

歩行型 クローラ ①回転部品
②動いている製品

➀②クローラ 除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 上半身 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
7.4E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

44 何らかの原因でクラッチ内部品の溶接が剥がれたため、除雪
機を使用中に操作レバーから手を放してもオーガが作動し続
けた。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃
③停止不良

①②オーガ
③故障

- 無傷 巻き込まれ - ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.68E-04

レベル０
無傷
なし

Ｃ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

45 除雪作業中、使用者が前方からオーガに巻き込まれ、死亡し
た。なお、引抜式セーフティスイッチは操作パネルについて
おり、機能していない状態であった。

歩行型 オーガ ①回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

①②クローラ
③違反行為

自宅敷地内の除雪作業中、除雪機のオーガ部分に足を
挟まれ切断。(左足首切断)

死亡 巻き込まれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
9.45E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

46 除雪作業中、当該製品を後進させた際に足が不自由な使用者
が転倒するなどして当該製品の下敷きになり死亡した。な
お、本製品にデッドマンクラッチ機構は装備されていなかっ
た。

歩行型 クローラ ①回転部品
②動いている製品

➀②クローラ 除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 全身 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
5.2E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

47 除雪作業中、排雪口に雪が詰まり、雪を除去するために排雪
口に手を入れたところ、惰性で回転していたブロアに指が当
たり、重傷を負った。なお、ブレーキパッドは摩耗してお
り、ブロア停止の時間が規格値よりも長かった。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③停止不良

①②ブロア
③摩耗

自宅庭の除雪作業中、除雪機が詰まり手を入れて雪を
取り除こうとした際に回転が止まっておらず右中指、
環指を受傷（2/25警察情報 右手薬指第一関節部先の
粉砕骨折）

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.23E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

48 除雪機を物置に格納するために後退していたところ、後方の
確認不足により、扉と除雪機の間に左手と両脚を挟まれ、軽
傷を負った。

歩行型 ハンドル ①動いている製品 ①ハンドル 除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

軽傷 挟まれ 足
手指

ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.79E-03

レベルⅠ
軽微
軽傷

Ｂ３ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照
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別紙１

実施メンバー
情報解析企画課

*1：山形県提供データ（令和元年度～4年度）
ｃ）類似状況

ヒヤリハットなど様々な使用形態

No. 危害シナリオ 大分類 中分類 大分類 中分類 ヒヤリハット内容*1 大分類 中分類 部位 頻度 規模 大きさ 内容

ｆ）追加対策の検討事故発生個所 危害を引き起こす潜在的危険源 人的被害・物的被害などの拡大被害 頻度×規模＝大きさNITE情報
ａ）製品部位 ｂ）ハザード ｄ）危害 ｅ）リスク見積と評価

ステータス 実施期間 実施責任者 主な実施事項 備考
①危害シナリオ作成
②リスク評価
③リスク低減策（案）提案

2023年8月10日-2024年3月XX日 NITE製品安全センター
情報解析企画課 課長

①NITE事故情報の内容を精査し危害発生のシナリオを作成
②FT図，FTAを作成し危害シナリオの漏れがないことを確認しリスクの洗
い出しを実施
③リスク低減策（案）の提案

・火災事故、CO中毒事故のリスクアセスメントは未実施

49 除雪作業中、排雪口に雪が詰まり、雪を除去するために排雪
口に手を入れたところ、エンジンを切っていなかったため、
回転していたブロアに手が当たり、指を切断する重傷を負っ
た。なお、本製品にデッドマンクラッチ機構は装備されてな
かった。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃

①②ブロア 7時から自宅敷地内を家庭用除雪機で除雪。エンジンが
かかった状態で除雪機刃部分の雪を除去しようとし
て、右手が巻きこまれた。右手中指・薬指の切断、人
差指と小指が第１関節付近から挫滅。

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.06E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

50 除雪作業中、非常停止装置を装着していなかったため、当該
製品を後進させた際に使用者が転倒するなどして当該製品の
下敷きになり死亡した。なお、本製品にデッドマンクラッチ
機構は装備されていなかった。

歩行型 クローラ
オーガ

①回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 頭部
足

ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.11E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

51 除雪作業後、デッドマンクラッチをロープで固定していたた
め、何らかの理由で使用者がオーガ部の前に出たときに誤っ
て巻き込まれ、死亡した。

歩行型 クローラ
オーガ

①回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備
④鋭い刃

➀②クローラ
③違反行為
④オーガ

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 胸部
腹部
足

ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
3.15E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

52 シューターカバーを開いてもエンジンが停止しない状態で
あったため、除雪作業中、排雪口に詰まった雪を取り除こう
と手を差し込んだ際に手指を切断する重傷を負った。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③停止不良

①②ブロア
③故障

7時から自宅敷地内を家庭用除雪機で除雪。エンジンが
かかった状態で除雪機刃部分の雪を除去しようとし
て、右手が巻きこまれた。右手中指・薬指の切断、人
差指と小指が第１関節付近から挫滅。

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.25E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

53 除雪作業中、排雪口に雪が詰まり、雪を除去するために排雪
口に手を入れたところ、エンジンを切っていなかったため、
回転していたブロアに手が当たり、指を切断する重傷を負っ
た。なお、本製品にデッドマンクラッチ機構は装備されてな
かった。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃

①②ブロア エンジンを停止せず除雪機のロータリー部分に手を入
れた。右示指、右環指ＤＩＰとＰＩＰの間切断等。

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
5.72E-05

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ１ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

54 緊急停止スイッチを取り外していたため、除雪作業中、当該
製品を後進させた際に使用者が転倒するなどして当該製品の
下敷きになり死亡した。なお、本製品にデッドマンクラッチ
機構は装備されていなかった。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 腹部
腰部

ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.14E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

55 緊急停止スイッチが意図的に作動しない状態にされ、走行ク
ラッチも故障により「切」でも即座に停止しない状態であっ
たため、除雪機を後進走行中に使用者が転倒したところ、後
進時非常停止レバーが作動したが停止せず、除雪機の下敷き
となり死亡した。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 胸部 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
6.36E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

56 除雪作業中、エンジンを切らずに当該製品から離れたため、
オーガ前方で周りで遊んでいた子どもが足を滑らせて転倒し
オーガに巻き込まれ死亡した。当該製品にデッドマンクラッ
チや緊急停止スイッチ機構は装備されていなかった。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃

①②オーガ 自宅敷地内屋外でソリ滑りをしていた際、父親が操作
する除雪機回転部に突っ込んでしまったもの。（右下
腿開放骨折、右大腿骨骨折、左上腕骨骨折）

死亡 巻き込まれ 上半身 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
1.42E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

57 除雪機の走行部の調整をするためにボルトで固定されたカ
バーを外して内部に手を入れたところ、エンジンをかけたま
まだったため回転体に触れ、指先を欠損する重傷を負った。

歩行型 不明 ①回転部品 ①不明 7時から自宅敷地内を家庭用除雪機で除雪。エンジンが
かかった状態で除雪機刃部分の雪を除去しようとし
て、右手が巻きこまれた。右手中指・薬指の切断、人
差指と小指が第１関節付近から挫滅。

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.42E-04

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ２ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

58 除雪作業中、オーガが回転した状態で前方から近付いたた
め、何らかの原因でオーガに巻き込まれ足に重傷を負った。
なお、当該製品にデッドマンクラッチ機構は装備されていな
かった。

歩行型 オーガ ①回転部品
②鋭い刃

①②オーガ 自宅敷地内の除雪作業中、除雪機のオーガ部分に足を
挟まれ切断。(左足首切断)

重傷 巻き込まれ 足 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
9.8E-05

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ１ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

59 除雪作業中、排雪口に詰まった雪を除去する際に、エンジン
を切らずにシューターのカバーを開け、安全装置によりブロ
ア等が停止する前に手を入れたため、回転していたブロアに
手が当たり、指を切断する重傷を負った。なお、本製品は
デッドマンクラッチ機構を装備していなかった。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③停止不良

①②ブロア
③惰性回転

自宅庭の除雪作業中、除雪機が詰まり手を入れて雪を
取り除こうとした際に回転が止まっておらず右中指、
環指を受傷（2/25警察情報 右手薬指第一関節部先の
粉砕骨折）

重傷 突っ込み 手指 - レベルⅢ
重大
重傷

- 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

60 デッドマンクラッチを無効にしていたため、除雪作業中、滑
りやすい路面で後ろに壁がある位置で当該製品を後進させた
際に使用者が転倒して当該製品の下敷きになり死亡した。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 全身 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
8.85E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照
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別紙１

実施メンバー
情報解析企画課

*1：山形県提供データ（令和元年度～4年度）
ｃ）類似状況

ヒヤリハットなど様々な使用形態

No. 危害シナリオ 大分類 中分類 大分類 中分類 ヒヤリハット内容*1 大分類 中分類 部位 頻度 規模 大きさ 内容

ｆ）追加対策の検討事故発生個所 危害を引き起こす潜在的危険源 人的被害・物的被害などの拡大被害 頻度×規模＝大きさNITE情報
ａ）製品部位 ｂ）ハザード ｄ）危害 ｅ）リスク見積と評価

ステータス 実施期間 実施責任者 主な実施事項 備考
①危害シナリオ作成
②リスク評価
③リスク低減策（案）提案

2023年8月10日-2024年3月XX日 NITE製品安全センター
情報解析企画課 課長

①NITE事故情報の内容を精査し危害発生のシナリオを作成
②FT図，FTAを作成し危害シナリオの漏れがないことを確認しリスクの洗
い出しを実施
③リスク低減策（案）の提案

・火災事故、CO中毒事故のリスクアセスメントは未実施

61 除雪作業中、非常停止スイッチを使わずにいたため、後進時
に足を滑らせ転倒した際に除雪機が止まらず、下敷きとなり
死亡した。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.47E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

62 セーフティースイッチを装着していなかったため、除雪作業
中、エンジンを掛けたまま前方から当該製品に近づいた際に
オーガに下半身を巻き込まれて死亡した。

歩行型 オーガ ①回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

①②クローラ
③違反行為

自宅敷地内の除雪作業中、除雪機のオーガ部分に足を
挟まれ切断。(左足首切断)

死亡 巻き込まれ 下半身 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
4.86E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

63 除雪作業中、エンジンを停止せずにオーガの整備を行った
際、何らかの原因で当該製品が動作し下敷きになって死亡し
た。

歩行型 クローラ ①回転部品
②動いている製品

➀②クローラ 除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
1.42E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

64 除雪作業中、デッドマンクラッチを固定していたため、使用
者が何らかの理由で前方からオーガに巻き込まれ、死亡し
た。

歩行型 オーガ ①回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

①②クローラ
③違反行為

自宅敷地内の除雪作業中、除雪機のオーガ部分に足を
挟まれ切断。(左足首切断)

死亡 巻き込まれ 上半身 - レベルⅣ
致命的
死亡

- 設計：人感センサ
使用：安全講習、滑りにくい靴の着用
（低減後 2.0E-4 ⇒ 2.0E-7）
R-Mapは別紙資料参照

65 除雪作業中、当該製品を後進させた際に足を滑らせるなどし
て当該製品と屋根の間に挟まり死亡した。

歩行型 本体 ①動いている製品 ①本体 除雪機をバック中に壁と除雪機に挟まれ受傷したもの
（3/10置総より、右大腿部痛）

死亡 挟まれ 上半身 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
1.56E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：挟まれ検出装置、音による後退の周知
使用：安全講習
（低減後 9.4E-4 ⇒ 9.4E-7）
R-Mapは別紙資料参照

66 後進時非常停止装置が意図的に取り外されて使用できない状
態であったため、後進中に使用者が転倒した際に停止せず、
除雪機の下敷きとなり死亡した。なお、本製品はデッドマン
クラッチ機構が装備されてなかった。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 上半身 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
1.72E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

67 引抜式セーフティースイッチのひもを装着していなかったた
め、除雪作業中、エンジンを掛けたまま排雪口の雪を取り除
こうと手を差し込んだ際に手指を切断する重傷を負った。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②ブロア
③違反行為

7時から自宅敷地内を家庭用除雪機で除雪。エンジンが
かかった状態で除雪機刃部分の雪を除去しようとし
て、右手が巻きこまれた。右手中指・薬指の切断、人
差指と小指が第１関節付近から挫滅。

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
5.54E-05

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ１ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

68 除雪作業中、排雪口に雪が詰まり、雪を除去するために排雪
口に手を入れたところ、エンジンを切らず、引き抜き式セー
フティースイッチも装着せずにいたため、回転していたブロ
アに手が当たり、重傷を負った。

歩行型 ブロア ①回転部品
②鋭い刃
③防護機構の不備

①②ブロア
③違反行為

7時から自宅敷地内を家庭用除雪機で除雪。エンジンが
かかった状態で除雪機刃部分の雪を除去しようとし
て、右手が巻きこまれた。右手中指・薬指の切断、人
差指と小指が第１関節付近から挫滅。

重傷 突っ込み 手指 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
7.36E-05

レベルⅢ
重大
重傷

Ａ１ 設計：オーガ・排雪口等の雪詰まり防止装置
使用時：雪かき棒の使用徹底
（低減後 1.6E-4 ⇒ 1.6E-6）
R-Mapは別紙資料参照

69 非常停止スイッチ用のクリップを装着せず、酒を飲んだ状態
で除雪作業を行ったため、当該製品を後進させた際に転倒す
るなどして当該製品の下敷きになり死亡した。なお、本製品
にはデッドマンクラッチ機構は装備されていなかった。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪機の下敷きになったことによるもの
（胸部圧迫による窒息死）

死亡 ひかれ 不明 ﾚﾍﾞﾙ5
頻発する
2.57E-04

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ３ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照

70 除雪作業中、後進させた際に転倒して下敷きになり死亡し
た。なお、引抜式セーフティースイッチのひもは装着してい
なかった。

歩行型 クローラ ➀回転部品
②動いている製品
③防護機構の不備

➀②クローラ
③違反行為

除雪作業中に窪みに足をとられ転倒し、稼働していた
除雪機の下敷きになったもの

死亡 ひかれ 全身 ﾚﾍﾞﾙ4
しばしば発生する
1.56E-05

レベルⅣ
致命的
死亡

Ａ２ 設計：クローラへのカバ－、音による後退の周知、後
進時の低速化、小型化
使用：滑りにくい靴の着用
（低減後 1.0E-4 ⇒ 1.0E-9）
R-Mapは別紙資料参照
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